


























第 2部は、明治 30年 1月 15 日に柳原極堂が松山で俳誌「ほとゝぎす」を創刊し























































































しかし、明治 42年 11 月に「文庫」に合併すると、その後間もない、明治 43年 8
月に「文庫」は終刊となってしまう。「文庫」は「青年之友」と改題して再出発した
が、鳴雪は「青年之友」と袂を分かち、「文庫俳壇」を俳誌「千代田」へ移すのであ
る。
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